
広報に関する町民アンケート結果の概要
（広報誌リニューアルに向けて）

１ 情報取得手段の違い

2 広報誌に求める内容

3 読みやすさによる気づき

4 総合的な示唆

　町民アンケートの結果から、広報紙の利用状況や求められている内容には、年代ごとに明確な
違いが見られました。特に、情報の受け取り方が「紙媒体を必要とする層」と「デジタルで十分
な層」に二分化しており、今後の広報運用において重要な示唆が得られました。

・文字サイズ拡大を期待するのは50～60代
・70代以上では文字の大きさより言葉・説明の分かりやすさを求めている
　→ どの年代も “ただ大きくすれば良い ”わけではない

・広報紙を主な情報源として活用している年代は50歳以上
・一方で、30～40代以下へは紙面からデジタル情報への橋渡しが有効

　今後の改善は
　
「50～60代向け：読みやすさを追求した紙面づくり」
　「70代以上向け：理解しやすさを追求した記事の作成」

　「30～40代向け：デジタルへの誘導を盛り込んだ紙面づくり」

　の三方向に分けて考えることが必要であるということがわかりました。

年代 主な情報源 特徴

10～ 20代 SNS・ホームページ 紙面への接触は非常に少ない
30～40代 LINE・ホームページ “読む ” より “ 効率よく使う ”
50～ 60代 LINE・紙 内容への理解意欲が高い
70代以上 回覧板・口コミ 紙媒体が主要手段

10～20代 写真・特集などの視覚的要素
30～40代 子育て・生活情報
50～60代 町政の背景や意図
70代以上 町政情報・健康・地域の安心材料

詳しい分析結果はこちら（町ホームページ）
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アンケートへのご協力ありがとうございました！
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